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社会福祉法人 成光苑
2017
秋 号 　　「ききょう」の由来

創業者が愛した京都府福知山市は、冷泉を利用して地元に開放するお風
呂を作り、当法人として老人施設を初めて開設した地。その福知山市の花
である「桔梗」から名づけられました。「ききょう」の花言葉は「変わらぬ愛」
「誠実」「感謝」「気品」。
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〔法　人　理　念〕

〔サービス目標〕

〔老人施設経営方針〕

〔愛育園経営方針〕

１. 個人の尊厳を旨として、その人にふさわしい最善のサービスの提供に努める。
２. 地域に開かれ、愛され、地域福祉の拠点となる施設経営を目指す。
３. 専門的知識、技術の研鑽に努め、誇れる施設を目指す。

１. オンリーワンとナンバーワンを目指す。
２. オンリーワンとはその施設にしかない特色の創造であり、ナンバーワンとは
　 ご利用者の処遇の満足度を高めるため、常時積極的な取り組みをすることである。

１. 安らぎのある生活と環境を提供し、生きる喜びを創造する。
２. 介護機能の多様化を図り、ご利用者に対し、総合的なサービスの提供をする。
３. 地域の一員として、地域福祉の活性化に貢献し、超高齢社会のセーフティーネット
　  の機能を発揮する。

１. 新しい時代に生きる力の基礎を培う。
２. 女性の社会参加の支援に貢献する。
３. 地域子育て支援を積極的に行い、子どもの成長を喜ぶ社会の実現に寄与する。

非常食“コシヒカリがゆ”食べて防災訓練
～東生野愛育園～

　東生野愛育園は7月20日、地震を想定した防災訓練を行いました。避難訓練は毎月実施して
いますが、防災への意識をさらに高めるため訓練後、備蓄の“コシヒカリがゆ”を試食。「地震が
起きた場合、避難所で非常食を食べることがあるかもしれない」と子どもたちに説明。少量のお
かゆの非常食でしたが貴重な体験となりました。

ご利用者と地域の方対象に
月2回の健康体操
～吹田竜ケ池ホーム～

　吹田竜ヶ池ホームでは5月
から月2回（第2月・第4木）、1
階の地域交流スペースを活用
しご利用者と地域の方を対象
に健康体操を行っています。
地域の関係団体（片山・岸部
ブロック介護者支援の会）の
活動の一環で始まり、ヨガ指
導者の髙本須恵子氏と弟子
の方がボランティアで指導さ
れ毎回多くの方が参加。
　身体を動かしリフレッシュさ
れませんか？

3年連続3位の好成績
愛育園男女混成チーム　施設職員バレーボール大会
　第42回施設職員バレーボール大会（大阪民間社会福祉事業従事者共
済会主催）が7月15日、大阪府立体育会館で開催され、愛育園の男女混成
チームが出場、予選リーグを勝ち上がった同チーム（写真手前）は準決勝で
も最 終セットの
デュースまでもつ
れこむ展開に。結
果は善戦及ばず3
位。
　3年連続3位の
成績ですが、来年
は悲願の優勝に向
けさらにパワーアッ
プを図りたいと思っ
ています。

間近に見る飛行機の
迫力に大興奮
ココリスから

伊丹スカイパークへ
　ココリス（障がい福祉サービス）は8月11日、初め
ての外出イベントとして飛行機の離着陸がダイナ
ミックに見ることができる“伊丹スカイパーク”へ行
きました。
　ジェットエンジンの凄まじい音に驚く子どももい
ましたが、間近で見る飛行機の迫力に「かっこいい！」
と大興奮。しっかり目に焼き付けた様子でした。

トピックス
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　高槻けやきの郷が地域の一軒
家（空き家）を借り月2回、介護保険
相談などを行っている“竹の内そう
だんの家”では9月12日、主として高
齢者を対象に介護予防イベントを
開催しました。
　注意力・計画力・記憶力などのバ
ランスを測定する「認知機能バラン
サー」というパソコンソフトを試したと
ころ、「これは…覚えられへんわ～」
「注意力…私の苦手分野や～」と
真剣な眼差しと笑いも交え大人気。
世間話や体調面の相談にも応じま
した。今回のイベントでは当施設の
在宅ケアマネジャーの知り合いで
マッサージ治療院の先生にも賛同
してもらい無料施術が受けられ、こ
ちらも好評でした。

認
定
こど

も園
 正雀

愛育園－－一人暮らし高齢
者

　認定こども園 正雀愛育園では7月20日、老人会を通して近隣の一人暮らし高齢者宅
（5軒）へ園で収穫した野菜（ナスとキュウリ）と園児が書いた誕生日のメッセージカー
ドを届け、また、翌21日には同老人会から6名を園に招き給食会を開きました。
　地域貢献の一環です。野菜を届けたお礼に手作りのお手玉をプレゼ
ントしてもらい子どもたちは大喜び。お年寄りの招待はひきこもりが
ちな高齢者のみなさんと園児との世代間交流を兼ねた“居場所
提供”です。給食を5歳児と一緒に召し上がり楽しく会話を
交わされる姿が見られました。老人会の方から「楽し
ませてもらってありがとう」「元気をもらっ

た」などの声が聞かれました。

野菜と誕生メッセージ届ける

き
り
ん
夜

間愛
育園
－－吹田

竜ケ池ホーム・せっつ
桜
苑

　きりん夜間愛育園では6月7日、3～5歳児17名が成光苑高齢者施設吹
田竜ヶ池ホーム、9月15日には2～4歳児16名が、せっつ桜苑を訪問しま
した。
　たくさんの高齢者のみなさんを前に、子どもたちは緊張気味でし
たが、みんなで歌ったり、5歳児のハーモニカ演奏などでは大き
な拍手が起こり大喜び。
　高齢者の方々に肩たたきをしたり、一緒に歌うな
どふれあい遊びを楽しみました。

５歳児がハーモニカ演奏を披露

定
こど

も園ふふ

りり
ん
夜

間れ

　恒例の夏祭り
「由良ゆら夕涼み
会」を開催、今回は

グリーフケア（遺族の悲しみに寄り添うケア）をプログ
ラムに盛り込みました。
　当施設が開設されて9年、多くのご利用者との出
会いや別れがありましたが、現在のご利用者だけで
なく、これまでご利用くださった方、亡くなられた方へ
も感謝の気持ちを届けたいという思いからです。賑
やかさだけのお祭りにとどめず、ご利用者の日々の
様子や退所された方のフォトムービーを施設壁面の
特設スクリーンに映し出し、スタッフから感謝の手紙
を音楽に乗せて読みあげました。

ライフ・ステージ 舞夢
7月22日

高槻けやきの郷
“竹の内そうだんの家”

高校生パティシエが参加、
フレンチパフェなど提供し大盛況

恒例の夏祭り 介護予防イベント

「
認
知
機
能
バ
ラ
ン
サ
ー
」に

　
真
剣
な
眼
差
し
で
挑
戦

スタッフの感謝の気持ちを届ける
「グリーフケア」を盛り込んだ夏祭り

地域貢献・交流

　今年は高校生パティシエ日本一を競う『スイーツ甲子園』決勝大会に昨年度も出場して
いる福知山淑徳高校から10名の学生さんが参加、たいへんな盛り上がりとなりました。
　学生さんはアロハ
姿で出店、韓国風か
き氷とフレンチパフェ
を手際よく作る姿に
子どもたちもクギ付
け、即完売！
　地元青年会のみ
なさんも冷やしキュ
ウリや鮎の塩焼きな
ど地元で採れた新
鮮な旬の食材を料
理提供され大盛況
でした。

サンヒルズ紫豊館
7月23日
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図
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す
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さ
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　園の出入り口でいつも園児の
安全を見守ってくれているお地
蔵様に花を手向け地蔵盆を行

いました。地域の寺のご住職にご詠歌をあげてもら
い、スタッフ一同が子どもたちの健康を祈願。保護者
のみなさんもお参りされました。
　盆踊りでは子どもたちが日ごろの練習の成果を発
揮、元気いっぱい踊ることができました。手作り提灯
が夕暮れの空に映え、楽しい時間を過ごしました。

　前年度卒園児、地域の
未就園児の親子、姉妹園
（くるみ愛育園、くるみ小規

模保育園）の園児を招待して夏まつり会を実施
しました。
　園庭ではヨーヨーつり、スーパーボールすくい、
しゃぼん玉などを楽しみ、室内ではボールプール
や輪なげのほか、園児（5歳児）が制作した手作
りのアンパンミュージアムが人気を呼びました。地
域の未就園
児の親子の
みなさんは、
在園児と一
緒に楽しめ
たことにたい
へん喜ばれ
ていました。
卒園児らも
久しぶりに会う友だちやスタッフとの交流に夏の
楽しい思い出が刻まれたことと思われます。

園 出 園

－ 子どもたちの健康を祈願  地蔵盆 －－ 子どもたちの健康を祈願  地蔵盆 －－ 子どもたちの健康を祈願  地蔵盆 －

　くるみ愛育園では毎月第4火曜日に園庭開放など『くるみっ子（地域子育て支援事業）』を実施してい
ます。今年度は「親子で絵本に触れてもらいたい」というねらいから『絵本のえんがわ（絵本の図書館）』を
同じ日の園庭開放後の30分間利用できるようにしました。
　初めて利用したお母さんからは「木の香りがする素敵な部屋で絵本が見られるってイイですね～」「子ど
もとゆっくり絵本を読めるので嬉しいです」などの声が寄せられています。絵本を通して親子が向き合って
いる姿は微笑ましく、穏やかに時間が流れているような感覚が伝わってきます。
　子どもたちが選んだ絵本から、保育士が2～3冊読み終えたところで名残惜しそうに帰り支度をされるお
母さんの姿も印象的。これからも『絵本のえんがわ』で心暖まる絵本に出会えることを期待しています。

　認定こども園 一津屋愛育園は、屋上で地域の在宅児童の親子を対象に「水
あそびの会」を行いました。参加したのは0
歳児～2歳児の計11名。

　色水遊びやボディーペインティングなどで絵の具の感触を楽しんだり、オ
リジナルのジュースを作ったりと、夏らしい遊びを親子で楽しみました。「家
庭ではできない遊びを経験できて楽しかった」「開催回数を増やして」と
いった要望も寄せられました。
　今後も地域のみなさんが気軽に参加できる遊びや季節に合わせたイベ
ントを企画したいと思います。

認定こども園 津屋愛育園は 屋上で地

在宅児童の親子対象に「水あそびの会」在宅児童の親子対象に在宅児童の親子対象に「水あそびの会」

認定
こど
も園 正雀愛育園－－サンヒル

ズ
紫
豊
館

「幸せなら手をたたこう」
の曲に合わせ
５歳児が交歓会

　認定こども園 正雀愛育園のひ
ばり組（5歳児29名）は8月19日、
園バス（千里丘愛育園）を利用し成
光苑高齢者施設サンヒルズ紫豊館
（福知山市）を訪問、お年寄りのみ
なさんと交歓会を行いました。
　子どもたちは和太鼓演奏を披
露、ご利用者や施設のスタッフ
から大きな拍手をもらい、嬉し
そう。「幸せなら手をたたこ
う」の曲に合わせた触れ合い遊びでは、ご利用者も園児
を抱きしめこぼれる笑顔。子どもたちの「また来
るね～バイバイ～」の元気な声が印象

的でした。

認
定
こ

ども
園 一

津屋愛育園－－近隣高齢者施
設

 認定こども園 一津屋愛育園の5歳児（26名）が7月7日、近隣にあるシニ
アハウス花みずき（サービス付高齢者向け住宅）を訪問、ご利用者と笹に
七夕の飾りつけをしたり、ハーモニカ演奏や盆踊りを披露しました。
 高齢者のみなさんとの会話を楽しみながら肩たたきをして触れ
合い、お別れの際は「また来てね～」と子どもたちへ手を振
って涙を浮かべられる光景も。子どもたちにとってす
ばらしい世代間交流となった一日でした。

近隣の高齢者宅で七夕飾りつけや肩たたき

認
定定
ここ

どどい

第二愛育園
8月26日

東生野愛育園
7月21日

認定こども園 一津屋愛育園
7月26日

認定
ここどど

あ

地域子育て支援
「くるみっ子」

地域の在宅児童の親子を対象に「水地域

0～2歳児
 11名参加

0～2歳児
 11名参加

0～2歳児
 11名参加

子育て支援・交流

みんな集ま
って楽しも

う！

「夏まつり
会」みんな集ま

って楽しも
う！

「夏まつり
会」みんな集ま

って楽しも
う！

「夏まつり
会」

前年度卒園児、
地域の未就園児の親子、姉妹園も参加

くるみ愛育園くるみ愛育園

「絵本のえんがわ」「絵本のえんがわ」「絵本のえんがわ」

親子で絵本に出会えるよ！親子で絵本に出会えるよ！親子で絵本に出会えるよ！

　

成
光
苑
京
都
エ
リ
ア
で
は
８
月
７

日
〜
10
日
、千
里
経
営
サ
ポ
ー
ト
事

業
協
同
組
合（
外
国
人
技
能
実
習

生
受
け
入
れ
な
ど
）と
共
同
企
画

で
フ
ィ
リ
ピ
ン・マ
ニ
ラ
市
内
へ
の
視
察

研
修（
４
名
）を
実
施
し
ま
し
た
。

視
察
先
は
外
国
人
技
能
実
習
制

度
に
関
係
す
る
介
護
士
教
育
機
関

「
パ
ー
ペ
チ
ュ
ア
ル
チ
ュ
ア
ル
ヘ
ル
プ
大

学
」「A

C
T
E
C

（
ア
ジ
ア
ケ
ア
ギ
バ
ー

＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
エ
デ
ュ
ケ
イ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）バ
コ

オ
ー
ル
校
」「
セ
ン
ト
ド
ミ
ニ
ク
学
校
」の
３
ケ
所
、

日
本
語
教
育
機
関「
国
際
交
流
基
金
マ
ニ
ラ
日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
」、送
り
出
し
機
関「U

G
M
R

（
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ン
パ
ワ
ー
リ
ソ
ー
シ

ス
）」の
計
５
ケ
所
。

　

介
護
士
教
育
機
関
で
は
授
業
風
景
視
察
の

あ
と
、日
本
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
関
す

る
情
報
交
換
。し
か
し
、同
制
度
に
高
い
関
心
が

あ
る
も
の
の
日
本
語
習
得
の
難
し
さ
、英
語
圏

諸
外
国
へ
の
就
労
希
望
者

の
増
加
な
ど
現
状
は
厳
し

い
。

　
「
国
際
交
流
基
金
マ
ニ

ラ
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
」で

は
日
本
語
教
育
テ
キ
ス
ト

「
ま
る
ご
と
」（
日
本
語
国
際
セ
ン

タ
ー
）を
活
用
、文
法
な
ど
の
知
識

に
捉
わ
れ
な
い
日
本
語
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
日
本
文
化
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
べ
る
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。「U

G
M
R

」と
の
情

報
交
換
で
は「
今
ま
で
優
秀
な
人

材
を
送
り
出
し
て
き
た
実
績
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
と
に
確
実
に

日
本
へ
の
介
護
人
材
を
送
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
」と
力
強
い
言
葉
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

同
制
度
が
29
年
11
月
に
施
行
さ
れ
る
と
、一
気

に
日
本
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
人
材
確
保
が

加
速
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。当
法
人
が
堅
実

か
つ
効
果
的
に
外
国
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
る

た
め
に
は「
国
内
外
の
協
力
機
関
」「
日
本
語
教

育
方
法
」「
就
労
条
件
」「
受
け
入
れ
態
勢
」な

ど
速
や
か
に
検
討
・
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

3

総　　合

　岩戸ホームのご利用者127名（サポート
ハウス47名・特養80名）が9月13日、敬老
式典・祝賀会に臨まれ、うち100歳を迎えら
れた3名の方に、安倍晋三総理大臣と山
田啓二京都府知事より百寿の記念品が
届けられ藤原義章施設長から贈呈されま
した。
　お礼あいさつでは「大正6年に生まれ、
いろいろあって今日100歳のお祝をもらい
ありがとうございます」「100歳を迎えられた
のもみなさんのおかげです」と述べられ、
「みなさんの おかげで生きて 百になり 大
臣さんに 賞（ほうび）をもらう」と歌を詠ま
れました。
　各ユニットでダンスの披露や歌・ギターの
弾き語り、オカリナやハーモニカ演奏のボラ
ンティアを招きお祝い。別会場のサポートハ
ウスでも懐かしのスライドショーなどがあり楽
しいひと時を過ごされました。

　

成
光
苑（
高
齢
者
部
門
）で
は
今
年

度
、新
た
な
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
グ
ロ
ー
バ

ル
人
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。介
護
人
材
確
保
に
備
え
る
た
め
、外

国
人
労
働
者
へ
の
期
待
と
と
も
に
協
働
・

共
生
へ
の
理
解
に
つ
い
て
向
き
合
っ
て
い
く

の
が
狙
い
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
各
施
設
の
主

に
管
理
部
門
の
責
任
者（
施
設
長
な
ど
）

12
名
と
、実
際
の
介
護
現
場
で
指
導
者
と

し
て
外
国
人
と
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
15
名
の

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
で
構
成
。今
後
の
外
国

人
受
け
入
れ
は
、早
け
れ
ば
年
明
け
に
も

大
阪
２
高
齢
者
施
設
で
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学

生（
昨
年
末
の
現
地
面
接
合
格
者
）４
名

が
ア
ル
バ
イ
ト
で
入
社
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

京
都
エ
リ
ア
で
は
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実

習
生
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
技
能
実
習
生
の
受

け
入
れ
に
向
け
着
々
と
準
備
を
進
め
て

お
り
、す
で
に
複
数
回
の
現
地
視
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
内
で
先
駆
的
に
外
国
人（
在
日

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
）を
介
護
人
材
と
し
て
受
け

入
れ
て
い
る
ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
舞
夢
で

は
、地
域
と
連
携
し『
つ
ぼ
み
の
会
』（
日
本

語
や
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
登
録
制
勉
強
会
）に
も
参
画
。

グ
ロ
ー
バ
ル
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
開

講
す
る
な
ど
外
国
人
と
の
関
り
方
に
つ
い

て
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
と
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
が
発
信
者
と
な

り
法
人
全
体（
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
）に
理
解

を
求
め
て
い
る
段
階
で
す
が
、定
期
的
に
、

あ
る
い
は
進
捗
状
況
に
応
じ
全
体
会
議

や
緊
急
の
戦
略
会
議
な
ど
を
開
き
情
報

共
有
を
図
る
方
針
で
す
。

ご
利
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者
の
３
人
が
１
０
０
歳
に

安
倍
総
理
や
山
田
京
都
府
知
事
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
寿
の
記
念
品

ご
利
用
者
の
３
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１
０
０
歳
に

安
倍
総
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山
田
京
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府
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事
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ら
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記
念
品

日
本
の
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
高
い
関
心

マ
ニ
ラ
市
の
介
護
士
教
育
な
ど
視
察

〜
京
都
エ
リ
ア
高
齢
者
施
設
〜

岩戸ホーム

創立40周年
地域とともに歩む

創立40周年
地域とともに歩む

感慨ひとしおの
認定こども園 正雀愛育園

感慨ひとしおの
認定こども園 正雀愛育園

年明けにもベトナム人留学生がアルバイト入社

　認定こども園正雀愛育
園は5月2日、創立40周年
となり、歴史の一つの節目
を迎えました。7月16日にホ
テル阪急エキスポパークで
開かれた記念式典では、
映像を通じて40年の歴史

を振り返り、地域の一員として歩んできたスタッフも感
慨ひとしお。
　式典のあと祝賀会では、スタッフの
バルーンアートの披露や極真（空手）
世界ジュニア選手権大会でチャンピ
オンとなった卒園児（中２女性・写真）
をサプライズゲストに迎え、楽しいひと
時となりました。これからも地域に愛され、必要とされる
園を目指してスタッフ一丸となり保育に専心したいと
思っています。

「みなさんのおかげで
 　生きて百になり大臣さんに
             賞（ほうび）をもらう」

「みなさんのおかげで
 　生きて百になり大臣さんに
             賞（ほうび）をもらう」

外
国
人
労
働
者
へ
の
期
待
、協
働・共
生
へ

新
た
に「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」発
足
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ピアノの弾き方で
子どもの動きが変化

　鈴木健司氏（大阪東こどもの友社）を
講師に招き「絵本研修」を行い、各園（一

部除く）から50名の保育スタッフが参加しました。
　内容は「絵本が聞けない子への対応」「絵に隠れた秘密」「絵
本を保育につなげる工夫」の3テーマ。社会環境の変化で絵本
離れが進み、興味を持たない子どもが増えてきたという流れがある

ようですが、絵本は遊び方が一つし
かない玩具に比べ、創造力を育み、
ごっこ遊びや見立て遊び、運動遊
びなど様々な遊びに発展させること
ができます。
　鈴木氏は保育者の役割につい
て、単に絵本を好きにさせようとする
のではなく、絵本の時間を好きにな
るような取り組みが重要と指導。改
めて絵本の力、大切さに気づかされ
ました。

5 4

人材確保・研修 人材育成・研修

～先輩からのメッセージ～～先輩からのメッセージ～～先輩からのメッセージ～

　私は相談援助業務（生活相談
員など）の仕事に就くことを漠然
と考えていました。しかし、せっつ

桜苑で介護実習やアルバイトを通じて、学校では学ぶこ
とができない“プロの介護の仕事”を見て感動、「自分も
なりたい」と思ったのが介護職に決めたきっかけです。
　半年が経過し、お世話をさせてもらう大先輩（高齢者）
の笑顔や「ありがとう」をいただいた時の喜びは「この職
について本当に良かった」と実感できる瞬間ですが、人と
関わる仕事の大変さも少しずつ経験しているところです。
　社会人としてスタートしたばかりですが、しっかり目標
を持ち、プロの介護職として困難なことにも真摯に向き
合っていきたいと思います。

三宅　輝政
せっつ桜苑
平成29年度入社

「この職について本当によかった」と実感「この職について本当によかった」と実感「この職について本当によかった」と実感
プロの介護職として困難にも真摯に向き合いたい 　　各愛育園の幹部層と次世代リーダー候補のスタッフ40名が受講しました。

　「自己成長と部下育成に必要なコミュニケーション能力」をテーマに、講師は
島津ゆう子氏（フリーアナウンサー、品
格・人間力BrushUpコーチ）。島津氏は
ポイントとして「マナーとは相手を大切に
思う心。コミュニケーションとは相手にど
のように理解されたかが大切で、信頼
関係を築くために身につけること」と指
導されました。
　社会情勢の大きな変化や若者の考
え方、価値観の違いを教えられ、後輩の
育成に役立つヒントを学ぶことができま
した。

～愛育園スタッフ50名受講～

　私の実家は宮城県石巻市で、
学生時代に東日本大震災を経験
しました。当時、大阪からボラン

ティアに来られていた方に大変お世話になったこともあ
り「大阪に行って恩返しをしたい」と考えるようになりま
した。
　成光苑をホームページで知り、夜行バスに乗って成光
苑が出展している就職フェアに参加しました。親身になっ
て話を聞いてくださるスタッフの方や子どもたちの可能
性を伸ばす様々な取り組みにも感銘を受け、家族にもよ
く相談して応募を決めました。
　0歳児の担任として大阪で半年が経とうとしている今、
先輩方に支えていただきながら、子どもたちと共に成長
していきたいと思っています。

佐藤　碧
千里丘愛育園
平成29年度入社

石巻市から夜行バスに乗って「大阪で恩返しをしたい！」石巻市から夜行バスに乗って「大阪で恩返しをしたい！」石巻市から夜行バスに乗って「大阪で恩返しをしたい！」
子どもの可能性伸ばす取り組みに感銘し応募

　保育部門の愛育園では7月25日、白鳩チルドレン
センター東大阪の栗本広美園長を講師に迎え、『第
三者評価に向けての勉強会』を愛育会館で実施、
各愛育園から50名を超える保育スタッフが参加しまし
た。
　28年3月の『福祉サービス第三者評価基準ガイドラ
イン（保育所版）』改正に伴い、求められる新評価基
準に沿って「保育サービスの充実と改善課題を明確
にする」を目標に受審準備をすすめているものです。

　同ガイドラインでは組織の理念、基本方針、保育の
基盤となる管理者のリーダーシップ、組織体制、質の
向上のための組織的・継続的な取り組み、福祉人
財の確保・育成、さらに保育内容が総合的に評価さ
れることになりました。栗本園長は各園から事前提
出された「評価基準について質問事項」について
丁寧に解説され、参加者から「受審する目的や不明
な点が明確になりモチベーションが上がった」と前向
きな意見が聞かれました。

改正第三者評価基準ガイドラインの勉強会
問われる組織理念やリーダーシップ

 成光苑（高齢者部門）では9月2日、
せっつ桜苑会議室で平成30年度新
規採用予定者を対象とした内々定式
と食事会（別会場）が行なわれました。
このセット企画は初めての試みで、任
意参加でしたが採用予定者のほとん
どが参加してくれました。
 内々定式では採用担当者から配属
先が発表され、通知書が手渡されまし

た。南猛文事務局長から「残り少ない
学生生活を存分に謳歌し、また12月
の内定式に元気な姿を見せてほし
い」とエールが送られました。
　食事会では初めのうち採用予定者
も緊張気味でしたが、法人スタッフが事
前にコンタクトを取ったことや内定者同
士が再会したりと和やかな時間を過ご
すことができました。

30年度新規採用予定者（高齢者部門）の“内々定式”
「12月の内定式に元気な姿を見せてほしい！」

「部下指導研修」
9月2日、愛育会館

「絵本研修」
8月19日、愛育会館

「マナーとは相手を大切に思う心」女性認知症サポーター、一挙に28名誕生

～ライフ・ステージ 舞夢で養成講座～

40名参加
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　主に乳児担当の保育スタッフ48名が参加し
ました。

　講師は春本繁子成光苑理事。実際に第二愛育園の1～2歳児の子どもの動き
を見ながら、指導の仕方やピアノの弾き方を講義されました。ピアノの弾き方の違
いで、子どもの動きが変わる様子がよくわかり充実した実践研修となりました。

 ライフ・ステージ 舞夢は9月7日、「認知症サポーター養成講座」を開講しました。参加されたのは施設
見学で来訪された『京都府女性の船・ステップあけぼの』のメンバー28名で全員女性講座は初めて。
受講後にオレンジリングを贈呈、一挙に女性認知症サポーターが誕生しました。
 「認知症を学び、地域で支えよう」をテーマに、同施設スタッフの寸劇を交え認知症の方と接する時
の心構えや支援の基本姿勢を説明。特別なことをするのではなく、認知症の方やそのご家族の応援
者となって寄り添い「地域の中で周囲の理解や気遣いがあれば穏やかな暮らしが可能」という精神
を広めてもらうのが願いです。
　『京都府女性の船・ステップあけぼの』は地域や職場で活躍する女性リーダーを育成、「新たな一
歩が踏み出せる」「生涯の仲間ができる」活動を展開されています。

　せっつ桜苑では8月6日、恒例のサマーフェスティバルを開催しましたが、今年は「学
生に、もっとせっつ桜苑を知ってもらいたい！」という思いを込めボランティアを募ったとこ
ろ、近隣の府立高校から5名、福祉系専門学校・大学から20名の計25名のボランティ
アが参集してくれました。
　ボランティアのみなさんには模擬店の準備や販売、ご利用者の誘導などを担当して
いただき大助かり。おかげでイベントは大盛況でした。
　終了後、「この仕事（介護）の良さが伝われば」とスタッフとの交流会を行ったところ、
「また来年も参加します！」と嬉しい声もあがりました。施設の知名度アップにつながるの
ではと期待しています。

新入スタッフの基礎研修
大阪3施設合同で実施

　成光苑（高齢者部門）では4月から、各施設で新入スタッフ
（中途採用含む）を対象に行っていた基礎研修（2ヶ月を1
クール）を大阪3施設で合同実施することになりました。
　座学（2日間）では法人理念を軸に介護保険制度やメンタ
ルヘルスについて、介護実技（2日間）では入浴体験も行いま
す。講師陣は各施設のチューターが交代で担当。研修の主
な目的は、成光苑のルールを知ってもらうこと、中途採用とい
う不安を軽減し仕事でつまずかない配慮をしています。特に
不安や心配のある科目や介護実技は再度講義に参加する
こともでき好評です。
　現在、テキストの見直し作業を進めており、次年度にはオリ
ジナルテキストが完成予定です。

リズム研修〈乳児対象〉
9月2日、きりん夜間愛育園
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高校、大学・専門学校生計25名受け入れ
サマーフェスティバルのボランティア募る

リーダーを育成、「新たな一
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